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 私たちが「家族サポートの会」で期待したいこと  

 

  「家族心理教育」という治療戦略 

再発を繰り返しやすく、長期にわたる治療が必要となる疾患に

おいては、治療内容を患者さんご自身やご家族に納得いただくこ

とが大変重要となります。家族心理教育とは患者さんやご家族に

対して疾患に対する知識を伝えるとともに患者さんとご家族の

間で起こる疾患由来の問題を解決していく技術の教育です。家族

心理教育は治療戦略の一つであり、安定した服薬継続につながる

だけでなく、薬とは独立した再発予防効果があることが知られて

います。 

 

  家族心理教育の効果 

実は、疾患の再発予後は、同居しているご家族の患者さんへの接し方で経過が変わってくる

ことが知られています。同居しているご家族の患者さんへの感情や言動が、批判的であったり

情緒的に巻き込まれすぎたりしている状態（患者さんの言動に敏感に反応しすぎている状態）

であると、患者さんの再発予後を悪化させます。このような感情や言動は、疾患に対する知識

が不足している状況の中で、患者さんの行動が病気の症状と捉えられず、ご家族がやむを得な

くとってしまう対処行動であることも多いのです。家族心理教育によって得られた知識や技

術により、家族内の精神的負担の軽減を介して家族間の感情・言動を変えることで、再発しに

くい家族環境に導くといわれています。なお、従来、家族心理教育の主な対象疾患は統合失調

症でしたが、近年では気分障害においても高い再発防止効果が確認されており、今後研究がす

すむにつれ、対象疾患はより拡大されるものと思われます。 

 

  当院の取り組み 

当院では、このような家族心理教育のエッセンスを存分に盛り込み、ご家族の精神的な負担

軽減を期待できる取り組みとして、「家族サポートの会」を定期的に開催しています。心理教

育では、ご家族は治療における大切なパートナーであると考えます。ご家族にも治療に参加し

ていただくことで、家族内の精神的な負担の軽減が期待できるだけでなく、患者さんの疾患の

予後改善につながると考えられています。 

 

 

 

 

医師 河村 葵 



 

 月 火 水 木 金 土 

１ 診 由 利 山 枡 石 倉 由 利 山 枡 石 倉 

２ 診 濱 名 山 本 齋 藤 山 本 濱 名 交替医 

（予定） 

３ 診 山 路 青 木 崇 山 路 青 木 崇 佐 藤 ― 

４ 診 佐 藤 青 木 宣 河 村 岡 島 河 村 ― 

５ 診   廣 田    

内 科 ― ― 酒 井 ― ― ― 

循環器 ― ― ― ― ― 蘆 原 

～ 

 

私たちは、地域住民の心と身体の健康をささえる病院として、 
全ての人に等しく医療を提供し、公衆衛生の向上ならびに社会福祉の増進に貢献します。 
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青樹会野球部は、野球を通じた人間形成を目的に、医療人を育み、全国

大会での勝利を目指ざしながら活動しています。 

チームは 1955 年に創部し、過去には国民体育大会、中部日本都市対

抗大会での優勝。天皇賜杯でのベスト 4をはじめ数々の成績を収めて参り

ました。 

今年度は、多くの強豪チームがひしめく近畿地区で「第 58回近畿春季

軟式野球大会」で優勝、更に「国民体育大会近畿ブロック大会」を勝ち抜

き、10月上旬に茨城県で開催された本国体へ出場致しました。 

本国体では初戦の熊本県に 4-3 で勝利を飾ることが出来ましたが、翌

日の 2 回戦では、全国屈指の強豪である静岡県に 2-3 で敗れる結果とな

りました。目標のベスト 4以上には届きませんでしたが、本県にとって 5

年ぶりの本国体 1勝、また敗れたものの天皇賜杯優勝チームを相手に最後

まで互角に戦えたことは、悔しさの中にも部員 1 人 1 人の心に新たな火

を灯した結果であったと思っています。 

部員達は諸先輩方が築き上げた功績に敬意を表し、2度目の全国優勝と

いう新たな歴史を刻むことを目標に、医療現場で勤務する傍ら練習、強化

試合に励んでいます。社会人になっても野球というスポーツに真剣に取り

組む姿には心が打たれるものがあります。機会がございましたら是非とも

球場に足を運んでいただき普段の職場では見ることのできない姿を楽しんでください。 

今後も医療従事者としての使命を怠らず、皆様のご期待にお応えし、元気の源となれる様、感謝の気持ちを胸に、 

更に上を目指しチーム一丸で邁進する所存です。                   監督 西田 幸司 


